
はるつげ荘を再開して、この１１月で２０か月となりまし
た。みなさまのご協力のおかげをもちまして、順調に子どもた
ちの支援を行っております。２０１７年度にお預かりしたお子
さんが１２名となり、昨年１年を超える勢いでの利用者数と
なっております。職員も１０月から常勤がおひとり増え、３人
態勢となり、非常勤の３人ともども、ますます充実した支援を
行うべく張り切って毎日を過ごしております。
８月に公表された２０１６年度の児童虐待通告件数は、
122,578件（速報値）で、２０１５年度よりも118.7％増加してい
ます。千葉でも6,775件と前年比で122％と全国平均よりも高
い数値となっています。中でも増えているのが、ご存じのよう
に夫婦間暴力（DV、ドメスティック・バイオレンス）の目撃で、
最近は「面前DV」という言葉で報道されることが多くなってい
ます。
これらの数値は、単なる統計数値ではありません。その一つ
一つに、子どもたちの苦悩や狭められる未来の選択肢があるの
です。加えて、この数値に現れないけれども誰にも発見されな
い、相談もできない数多くの子どもたちがいることを忘れては
なりません。
最近、橘ジュンさんとお話しする機会がありました。彼女の
活動は、ずっと前から知っていて、いつかお話ししたいと思っ
ていた方です。橘さんは、NPO法人BONDプロジェクトを主

催して、東京の繁華街を週に１回程度パトロールして、その日
泊まるところのない「危ない」子どもたちを事務所に泊めたり、
中長期支援のための「ぼんどのいえ」を開設していらっしゃい
ます。
「はるつげ荘」は子どもシェルターである性質上、そこから
高校や大学に通いたいというお子さんをお預かりすることが
できません。加えて、家に帰れずに繁華街にいる、「被害にあ
う手前」の子どもたちを自らが連れてくるということもできま
せん。そのような活動は、橘さんたちの活動にお任せするしか
ないのが現状です。安心・安全な場所から、高校や大学に通い
たい、という子どもたちに対して、「ここなら安全だよ」という
場所を紹介することはできますが、「うちにおいで！」と言う
ことはできません。
「少女の被害を未然に防ぎたい」という橘さんと私たちの思
いは同じですが、シェルターは被害を前提として、「より被害
を少なくする」という活動を行うという役割を担っています。
両方とも子どもたちにとって重要な支援です。それぞれが自ら
の支援のスキルを磨きながら、連携を強化していきたいと改め
て思いました。今後ともみなさんのご支援よろしくお願いい
たします。

理事長・後藤 弘子 
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理 事 長 よ り ご あ い さ つ
〜 そ れ ぞ れ の 役 割 と 連 携 の 必 要 性 〜



２０１７年１１月はるつげ荘で２度目の秋を迎え、まもな
く冬が近づこうとしています。夏には、庭にある百日紅の木は
桃色の花をたくさんつけました。プランターを置いて茄子と
ピーマンを育て、この夏は裏にある花壇で桃太郎という種類
のトマトを植え、獲れたての味を味わうことができました。再
開して１年半が経ち、色々な事が少しずつ形になっています。

１年半の間に何人もの少女達が、はるつげ荘をとまり木と
して過ごし巣立って行きました。その子の「安全と安心」を考
えると同じが無く、その子によって「安全と安心」の形は違っ
ています。時には職員がこの少女の「安全と安心」は何だろう
と悩むこともあります。　

悩みながら話し合いをし、一人一人の「安全と安心」を考え、
少女がその子らしくある生活を大切にしています。

ある子達は、自主的に職員のお誕生日にカードを作り、プレ
ゼントしてくれました。１年半の間に過ごした少女達が、はる
つげ荘の文化を職員やボランティアの方々と共に作ってくれ
ています。

　「継続は力なり」はるつげ荘に関わってくださっている方
達に感謝をしながら、はるつげ荘に来る少女達が未来に希望
が持てる「安全と安心」を積み重ねていきたいと思っていま
す。

これからもよろしくお願いいたします。

●お菓子作りを良くしています！
お菓子作りのきっかけは何気なく本棚にあるお菓子のレシ
ピ本を観る事からです。観ているうちに「わあー、こんなの食

べたい」「美味しそう」と歓声があがります。スタッフに「作って
みたら」と言われ、「作れるの？」「作っていいよ、材料は用意し
ますよ」と言うやり取りからお菓子作りが始まります。お菓子
作りをしたことの無い子がほとんどですが、ホットケーキクッ
キーと作りやすいものから作り、一番食べたいガトーショコラ
やショートケーキなどに挑戦していきます。手作りのおいし
さを皆で味わい喜んでいます。

●お手伝いをしてくれています！

食事の支度、食器の片付けなどを一緒にやってもらっていま
す。

家事をしながらのお喋り……「こんなふうに作るんだ」「味
見してごらん」「おいしい」などの何気ない会話が生まれ笑い声
も生まれます。食器洗いをしてくれた後は、ボランティアさん
やスタッフから「ありがとう」と声を掛けてもらっています。
「めんどくさい」と言ってくる時もありますが、ローテーション
を作り負担のない様にしながら、お手伝いをしてもらっていま
す。

施設長・田尻 望
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１　子ども担当弁護士とは

はるつげ荘に入所した子どもには、それぞれ担当の弁護士
（子ども担当弁護士）がつくことになります。子ども担当弁護
士は、定期的に子どもと面会し、入所中の生活の悩みを聞いた
り、退所後の生活準備のサポート等を行うことで、子どもに寄
り添い、子どもの自立の手助けを目指し活動します。

２　活動報告

私は、昨年４か月ほど、子ども担当弁護士として活動いたし
ましたので、その内容を報告いたします。

私は、約２週間に１回の頻度で子どもと面会しました。子
どもは、自由に外出することができないので、気分転換を兼ね
て一緒に外出をしました。思いっきり体を動かしたいと言わ
れ、一緒にマラソンをしたときは、子どもに付いていくだけで
大変でした。

また、子どもが退所する際には、就職先を探すため、ハロー
ワークでの採用面接の申込に付き添いました。後日、一緒に探
した就職先に無事就職できたことを知り、とても嬉しく思い
ました。

３　子ども担当弁護士となって

私が担当した子どもは、親に大切にされていないと感じて
いましたが、はるつげ荘では多くの人に大事にされたと実感
していました。退所が近づくと不安を漏らすことがありまし
たが、職員やボランティアの方に履歴書の作成や面接の練習
を協力してもらったことで、就職に前向きになっているよう
に見えました。

はるつげ荘には様々な家庭環境で育った子どもが入所しま
すが、子どもたちがここでの関わりにより、次に進む意欲を少
しでも持ってくれたら嬉しいと思います。

子ども担当弁護士 ・永井 理矢子

先日、少年事件の付添人をしていた少年がはるつげ荘でお
世話になりましたので、その時の体験をご報告させていただ
きます。（個人が特定されないよう、事案を一部変えています）

当時、少年は試験観察中でしたが、親元で暮らすことのでき
ない事情があり、補導委託先の施設で生活していました。

試験観察中の生活態度は良好で、終局審判では保護観察処分
が見込まれていました。また、その後の生活については、引き続
き補導委託先の当該施設で受け入れてもらうこととなってい
ました。

ところが、審判日当日になって少年の規律違反が発覚し、急
遽、補導委託先の施設を退所することとなってしまったので
す。

このため、少年は突然、帰住先を失ってしまいました。

当然、終局審判を出せる状況にはないということで試験観察
が続行となったのですが、その日、帰る場所については裁判所
も手立てがないということで、調査官ともども途方に暮れまし
た。

そのような中、子どもセンター帆希に電話をかけて相談した
ところ、はるつげ荘でその日から少年を一時的に受け入れてく
れることになったのです。

はるつげ荘での少年の日々の生活や様子は、訪問の際やケー
ス会議だけでなく、職員・ボランティアの方が毎日作成してく
ださる報告書で、常に共有してもらいました。

緊急避難場所という性質上、外部との連絡や外出には厳しい
制限がありましたが、季節を取り入れた豊かな食事や手作りの
お菓子、ちょっとした買い物に連れ出してもらうなど、子ども
たちが安全で落ち着いた普通の暮らしができるよう様々な配
慮がなされていました。

そのため、少年も、自分について深く考える余裕ができたよ
うで、少年なりに成長し、無事に帰住先を見つけて退所するこ
とができました。

はるつげ荘に入所する子どもたちは、家庭環境が不安定で
あったり家出がちであったりと、安全で落ち着いた普通の生活
を送ることのできる居場所に恵まれていないことが多いと思
います。

そのため、一時的とはいえ、はるつげ荘でそのような居場所
の提供を受け、ほっと一息つけるということは、少年の成長に
とってとても意義深いことだと実感しました。

子ども担当弁護士 ・友松 千賀
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子ども担当弁護士、通称「コタン」。子どもの環境を取り
巻く様々な逆境に対して、専門的観点•立場から立ち向か
い、子どもたちに寄り添い、そして守って行く。そんなリア
ルな「コタン」の報告をご紹介します。

はるつげ荘でのこと

はるつげ荘通信

「安全と安心」を考える

▲はるつげ荘で大きく育った茄子

最近のはるつげ荘は

施設長からはるつげ
0 0 0 0

報告

職員・ボランティアと手を携えて

▲栽培したトマト ▲たこやきパーティーの様子

▲子どもたちが完成させたパズル▲誕生日会の様子

子ども担当弁護士として関わってみて
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はるつげ荘では、多くのボランティアスタッフが子どもた
ちの生活支援や学習支援に携わって下さっています。ボラン
ティア登録にあたっては原則として研修の受講をお願いして

いるところですが、今年は３月５日、１２日の２日間にわたり
スタッフ・ボランティア研修を開催し、５０名を超える方々に
ご参加を頂きました。例年のプログラムに加えて「思春期の
性」「発達障害」や「いじめの心理」を学ぶロールプレイなど盛り
だくさんの研修で、受講者の皆さまからは大変ご好評をいただ
きました。

子どもたちの支援にあたっては、私たちの専門性を高めてい
く努力を継続していく必要があります。これからも子どもたち
の支援に必要な研修を実施していく予定ですので、ご興味があ
りましたら是非研修を受講してみてください。

なお、次年度登録のための研修は、２０１８年２月１８日、
２５日に開催する予定です。具体的な日程、プログラムが決ま
りましたら帆希ホームページでお知らせいたしますので、よろ
しくお願いいたします。

理事・中溝 明子

２０１７ スタッフ・ボランティア研修

今年もはるつげ荘にたくさんのお
子さんが入所し、巣立っていきま
した。
夏には育てた野菜が収穫できたん
ですね。立派なトマトに驚きまし
た。私もプランターで野菜を育て
ようと何度もチャレンジしました
が、小さな実をつけるのがやっと
でした。
お誕生日会の様子もとても素敵で
す。かわいい箸置き、お花のお皿、
手作りの立派な二段のケーキ、随
所に職員の方のお心遣いが伝わっ
てきて写真を見るだけでこちらま
で温かい気持ちになります。
種を撒き、水をやり、日光をあて、

虫をとり、毎日様子を見ながら野
菜ができるのと同じように、居場
所のない子どもたちのために、周
りの大人がお子さんたちを見守り
ながらいろんな方面から必要なサ
ポートをしていく世の中になれば
と思います。
今回のニュースレターでも、はる
つげ荘の内部のことを少しでもみ
なさんにお伝えできればと写真を
たくさんご紹介しました。
多くの皆様のご支援・ご協力に、
帆希の活動は支えられています。
今後共ご支援・ご協力よろしくお
願い申し上げます。　　

弁護士・村上 真奈

編 集 後 記寄付・ボランティア募集
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　　　学習ボランティア 宮葉清子さん
ボランティアを始めた当初、接し方・支援の仕方も手探り状態

でした。でも、今は「共に学ぶ」という関係を楽しんでおります。

個々の課題に向かう中で、「あ、そうか」「わかった」と言うとき
の表情にかわいらしさを感じ、うれしくなります。また、現代の若
者言葉や考え方に、「ここに来なければ分からなかった世界だ
なぁ」「今日はお腹を抱えて笑ったなぁ！」と楽しい気分になりま
す。

高校の数学や英語には悲鳴を上げて、彼女らと共にああか？　
こうか？　と頭を悩ませてしまいます。そのおかげで、脳と心は
若やぎ、ラジオの英語講座を聴く意欲も増大し、学ぶ楽しさを味
合わせてもらっています。

今風の話題にとんちんかんな返答をする私に、彼女らはあきれ
ながら解説をしてくれます。そんな彼女たちの瞳にいとおしさを
感じ、同志のような情がわいてきます。支援といいながら、私自
身の喜びが大きいようです。

はるつげ荘のスタッフさんやおいしい昼食を作ってくださる
方々からも毎回学ぶことがあり、感謝の日々です。

日頃、ボランティアで帆希の活動を支えてくださっている方々の声をご紹介いたします！

▲スタッフ・ボランティア研修の様子


